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§１ はじめに 

 

武蔵野市くぬぎ園跡地利用福祉施設の在り方検討有識者会議（以下「有識者会議」

という。）は、平成 26 年 7 月 30 日に武蔵野市長から委嘱を受け、武蔵野市くぬぎ

園を廃止した場合における当該跡地に設置する福祉施設の用途について検討するた

め設置された。 

武蔵野市くぬぎ園は、軽費老人ホーム（B 型）として昭和 52 年４月に東京都が

開設し、平成６年 7 月に武蔵野市に移管された。移管に際して、建物は市へ無償譲

与、土地は軽費老人ホーム（Ｂ型）として使用する条件で市へ無償貸与し、施設の

廃止後は更地にして東京都に返却する契約を締結した。その後、入所者の多くが要

介護状態となり、施設としての対応が困難となってきたことや、施設の老朽化に伴

い多額の維持管理経費を要することとなったため、市は平成 26 年度末での廃止を

決定した。 

当該跡地に設置する施設については、武蔵野市第五期長期計画で「高齢者、障害

者など特定の目的に限らない、地域の拠点機能も含めた多機能型・複合型の施設と

しての整備を検討する」としている。くぬぎ園の廃止が決定したことを踏まえ、跡

地利用施設の用途について検討を行う本有識者会議を設置し、当該跡地に設置する

福祉施設の機能と規模について、４回にわたる議論と視察を経て、結論をまとめた

ので、ここに報告する。 

今後は、この報告を踏まえ、土地の所有者である東京都と市が十分協議して対応

していく必要がある。 
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§２ くぬぎ園をめぐる経緯 

（１）くぬぎ園の概要 

施設の概要 
軽費老人ホーム（B 型） 

○ 定員  100 人 

○ 所在地     武蔵野市桜堤 1 丁目 9 番 7 号 

○ 敷地面積   ３１８０．５６㎡ 

○ 建物規模   鉄筋コンクリート造５階建 

   建物面積 ３０７０．３９㎡ 

○ 用途地域 第二種中高層住居専用地域 

   （建ぺい率６０％／容積率２００％） 
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（２）くぬぎ園の沿革 

○ 昭和 52 年４月１日東京都が開設、昭和 52 年５月 16 日事業開始。 

平成５年 1 月以降東京都養育院と武蔵野市においてくぬぎ園移管について協議を進め、

平成５年 12 月 27 日覚書を取り交わす。1 

○ 平成６年６月 21 日、東京都と移管に関する協定書を締結。2  

○ 平成６年６月 30 日、建物・土地に関する契約締結。 

 

<建物> 無償譲与 3 

この建物は、「補助金等に係る予算の執行適正化に関する法律」の適用があるため、65 年間

の財産処分制限期間があり、移管後 48 年間(平成 54 年３月 31 日まで)は軽費老人ホームＢ型

として使用することが指定（用途指定)されている。用途変更、廃止する場合は東京都の承認が

必要となる。 

<土地> 無償貸借 4 

平成６年７月１日から平成 36 年６月 30 日までの 30 年間が契約期間 

 

○ 平成６年７月１日、東京都から武蔵野市へ事務事業移管。 

協定により、平成６年度から平成 10 年度までの５年間の運営自事業費及び施設改修費

用等は、東京都が助成し、平成 1２年度以降は全額武蔵野市の負担となった。建物の老朽

化に伴い今後必要になる修繕・改修工事費用の他、運営費用も含めた年間経費が多額に

上ることから、建替えや運営のあり方を検討することとし、平成 13 年７月の入居者募集

を最後に、平成 14 年度から募集を停止した。 

 平成 22 年３月、「桜堤地域福祉施設のあり方検討委員会報告書」において、軽費老人

ホーム（B 型）を廃止し、新規施設への建替えと社会福祉法人武蔵野との指定管理契約

が満了する平成 27 年 3 月を目途にくぬぎ園入所者の住替えを完了する方針を示す。 

○ 平成 24 年 9 月、市として廃止の決定をし、住替え支援を始める。 

○ 平成 25 年 3 月、東京都から武蔵野市くぬぎ園の平成 27 年 3 月 31 日での廃止承認を得

る。5 

                                                   
1 Ｐ21「覚書」参照 
2 Ｐ22「東京都くぬぎ園の移管に関する協定書」参照 
3 Ｐ23「建物・工作物譲与契約書」参照 
4 Ｐ24「土地無償貸付契約書」参照 
5 Ｐ25「武蔵野市くぬぎ園（軽費老人ホームＢ型）の廃止について」参照 
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（3）住み替え支援 

くぬぎ園の入居者については、平成 24 年度より住み替えに対する支援を行っており、平

成２７年２月２３日現在の住み替え状況は次の通りである。 
○ 住替え支援の概要 

• 住替え支度金について 20 万円を支給する  

※１ 民間賃貸住宅へ転居する場合は、30 万円を加算 

※２ 生活保護受給者は支給対象から除外 

○ 入居者個々の状況に配慮した対応 

• 施設見学会の実施 

• 個別面談、４者面談（入居者、保証人、くぬぎ園職員、市職員）の実施 

• 養護老人ホーム等出張申請手続き 

• 転居時に発生する不用品の処分 

 

図表 1 住替え状況 

 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 合計 
養護老人ホーム ３人 ４人 １人 ８人 
特別養護老人ホーム ２人 ０人 ３人 ５人 
ケアハウス ３人 １人 ０人 ４人 
軽費老人ホームＡ型 ２人 １人 ０人 ３人 
シルバーピア ０人 １人 ３人 ４人 
その他 １人 １人 ２人 ４人 
合計 １１人 ８人 ９人 ２８人 

 ※平成 27 年２月２３日現在の入所者０名 
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§３ 跡地利用施設の基本的な考え方 

くぬぎ園廃止後の跡地に設置する福祉施設の用途について検討するにあたって、武蔵

野市の基本計画である武蔵野市第五期長期計画及び、各個別計画において、下記のよう

な基本的な考え方が示されている。 
 

○ 武蔵野市第五期長期計画[平成 24 年度～33 年度] 

軽費老人ホームくぬぎ園は、高齢者、障害者サービスなど特定の目的に限らない、地域

の拠点機能も含めた多機能型・複合型の施設としての整備を検討する。 
 

○ 武蔵野市健康福祉総合計画 2012(高齢者福祉計画)[平成 24 年度～29 年度] 

くぬぎ園の建て替えについては、対象を高齢者に限定することなく、地域住民との交流

の場ともなるような多機能な複合施設の整備を検討します。 

 

○ 武蔵野市健康福祉総合計画 2012(障害者計画)[平成 24 年度～29 年度] 

くぬぎ園の建て替えに際しては、年齢や障害を限定することなく、地域住民との交流の

場ともなりうる複合施設を検討します。 
 

○ 武蔵野市高齢者福祉計画・第 6 期介護保険事業計画（案）[平成２７年度～２９年度] 

くぬぎ園の跡地活用については、高齢者と障害者を一体的にケアできる多機能・複合型

施設の整備について、土地の所有者である東京都と協議を進めていきます。 
 

○ 武蔵野市障害者計画・第 4 期障害福祉計画（案） [平成２７年度～２９年度] 

くぬぎ園の建て替えに際しては、武蔵野市第五期長期計画に基づき、高齢者と障害者を

一体的にケアできる多機能・複合型施設の整備について、土地の所有者でもある東京都と

協議を進めていきます。 
 
以上の基本的な考え方を踏まえ、本有識者会議では、高齢者と障害者を一体的にケアでき

る多機能・複合型サービスの機能について検討を行った。 
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§４ 跡地利用施設の機能と検討経過 
検討を進めるにあたって、前述の基本的な考え方とともに、土地の所有者である東京都の

意向、及び市の今までの検討の結果について留意して議論を行った。 
（１）東京都の意向 

東京都では、2025 年に向けて介護サービス基盤の整備促進に取り組んでいる。

地価が高く、人口密度の大きい東京では施設整備の用地確保が困難であるため、公

有地の積極的な活用など、都市部の限られた土地の有効活用と、施設の地域偏在を

解消させる取り組みの推進を図る方向性である。 
平成２５年度末時点の施設の整備実績を平成２６年度の必要入所定員総数で割る

と、特別養護老人ホームの整備率は 90.8％、介護老人保健施設の整備率は 84.7％、

認知症高齢者グループホームの整備率は 85.8％となっている。 
特に介護老人保健施設の整備状況について、平成 25 年度末の実績で高齢者人口

に対する整備率 0.70%と東京都は全国で一番整備率が低くなっている。また、武

蔵野市が含まれている北多摩南部圏域は 0.78％、武蔵野市は 0.56%という状況で

ある。東京都では、介護老人保健施設の促進係数を設定し、整備率の低い地域にお

ける整備費の補助を加算し、地域偏在を解消する取り組みを行っている。 

以上の事を踏まえ、くぬぎ園跡地は、東京都全体としても圏域としても、整備が

最も進んでいない介護老人保健施設を整備することとしたい。 
      

図表2 介護老人保健施設の設置状況と介護保険事業計画上の今後の整備必要数 
 

 
区市町村名 

 
26年1月 

高齢者人口 
25年度末実績  

整備率 
 
26年度必要 
入所定員総数 

 
整備率 

 
26年度必要定員数 

－25末実績数 か所      定員 

区 部  計 
 

1,895,991 
 

106         11,546 
 

0.61% 
 

14,872 
 

0.78% 3,326 
 

多摩部   計 
 

940,247 
 

78          8,511 
 

0.91% 
 

8,785 
 

0.93% 
 

274 

東京都 合計 
 

2,844,969 
 

184         20,057 
 

0.70% 
 

23,692 
 

0.83% 3,635 
 

北多摩南部圏域 
 

204,467 
 

17          1,597 
 

0.78% 
 

1,613 
 

0.79% 16 
 

武蔵野市 
 

29,803 
 

3            168 
 

0.56%    
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（２）武蔵野市の要望 
第五期長期計画で掲げる地域リハビリテーションの理念の下に、高齢者福祉にお

ける地域包括ケアと、障害者福祉における共生社会の実現を推進していくためには、

高齢者サービスと障害者サービスの分野を超えた複合的課題の解決に取り組むこと

が求められている。 
市の現状を見ても、市内在住の障害者（身体障害者手帳取得者）のうち約 66％が

65 歳以上の高齢者である。このうち、一人暮らしで障害のある高齢者（身体障害者

手帳取得者）は 753 人、65 歳以上のみの高齢者で構成される世帯で障害者（身体

障害者手帳取得者）のいる世帯は 798 世帯にのぼっている。障害者家族の高齢化も

進み、複合課題を持つ家族の増加もあり、生活支援に関するニーズが、ますます複

雑・多様化していくことが考えられる。 
また、施設から地域移行への流れの中で、国は、基本的に新たな障害者の入所施

設の整備は認めていないものの、本市においては、入所施設が未設置であり、これ

までは他市や都外施設に依存してきた。 
重度の障害があっても住み慣れた地域で暮らし続けることが可能となる、地域生

活支援の拠点機能を備えた入所施設の市内整備が課題となっている。 
こうした状況からも、高齢者サービスと障害者サービスを単体として整備するよ

りも、それぞれが担う役割を有機的に融合させた、多機能・複合型サービスとする

ことで、より総合的な支援体制が築けると考える。 
 

 

 
      

 
 
 

図表３　<在宅介護支援センターエリア別　高齢者と障害者（身体）が同居している世帯>

ゆとりえ 本　町
高齢者総合
センター

吉 祥 寺
ナーシング

桜　堤
ケアハウス

武蔵野
赤十字

合　計

138 61 219 80 166 89 753

175 53 215 85 174 96 798

<参考> 身体障害者　2266/3458　が65歳以上

知的障害者　45/988　が65歳以上

独居高齢者かつ障害者
(身体)

65歳以上のみ世帯（独
居除く）で障害者がいる

世帯（身体）

※　平成25年7月1日時点

※　独居高齢者から施設入所者(シルバーピア含む)を除外

※　独居高齢者・65歳以上のみ世帯には、同居別世帯、二世帯住宅等が含まれている
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○ 医療と介護の連携 

医療・介護が相互に連携し、医療ニーズの高い高齢者の在宅復帰、在宅療養支援のため

の地域拠点となるような医療系サービスを中心とする。また、24 時間 365 日の対応を可能

とし、在宅生活の安心感の向上を図る。 
〇 地域における生活の継続 

障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、障害があっても住み慣れた地域で暮

らしつづけられ、地域生活を更に推進する観点から、住まいの場の確保とともに、在宅生

活をバックアップする機能の併設も必要である。医療系サービスが併設されることにより、

利用者の医療的なケアについて対応が可能となる。 
 

以上のことを踏まえると、くぬぎ園の跡地利用としては、武蔵野市版地域包括ケアシス

テムを体現し、地域リハビリテーションを実現するための足掛かりになるようなものとし

て、医療系サービスを核とした高齢者と障害者を一体的にケアできる多機能・複合型を要

望する。 
 

図表４ 
 
 

 
 

 
 
   

医療系サービスを核とした高齢者と障害者を一体的にケアできる多機能・複合型サービス 

【高齢者向けサービス例】 

・介護老人保健施設 

・通所リハビリテーション 

・訪問看護ステーション 

・短期入所療養介護（ショートステイ） 

 

【障害者向けサービス例】 

・共同生活援助（グループホーム） 

・短期入所（ショートステイ） 

・入所施設 
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（３）有識者会議で検討した機能 
以上の東京都の意向及び市の要望に基づき、本有識者会議で跡地利用の機能として挙げら

れたものは以下のとおりである。 
 

○ 介護老人保健施設 

・土地の所有者である東京都の方針でもあり、また東京都の介護老人保健施設の整備率は

47 都道府県中最下位と極めて低く、武蔵野市の属する北多摩南部圏域としても介護老人

保健施設は不足している。東京都全体としても、武蔵野市としても整備が必要とされて

いる。 

・介護老人保健施設は医療機関と関係が深いため、利用している医療機関の系列に入所す

る傾向がある。そのため、必ずしも市内施設を利用するとは限らないが、武蔵野市の介

護老人保健施設利用者のうち実に 75％が市外施設を利用しているという実態がある。 

・要介護高齢者が住み慣れた地域で介護老人保健施設を利用できるよう、在宅復帰支援型、

従来型に関わらず、まずは介護老人保健施設の量的整備が不可欠である。 

  

図表５ 介護保険給付実績による特別養護老人ホーム・介護老人保健施設利用者数 

種 別 
市内施設 

定員（人） 

市内施設 

利用者（人） 

市外施設 

利用者（人） 
合計（人） 

市内施設 

利用率（％） 

市外施設 

利用率（％） 

特別養護老人ホーム

（介護老人福祉施設） 
322 301 295 596 50.5 49.5 

介護老人保健施設 168 80 245 325 24.6 75.4 

（平成26年6月審査分） 
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○ 障害者の入所施設 

・本市では、障害者の入所施設の市内整備が課題となっている。一方、都有地活用のスキ

ームとなっている「都有地活用による地域の福祉インフラ整備事業実施要綱（障害）」の

対象の福祉インフラは、都内全域で整備促進を図っているグループホームや通所施設等

であり、入所施設は対象となっていない。このため、「武蔵野市くぬぎ園跡地利用福祉施

設」としての整備を見送らざるを得ないと判断した。入所施設については、市内の別地

での整備の検討を望む。 

○障害がある方を対象としたグループホームとショートステイ 

・市内に共同生活援助（グループホーム）は一定数整備されてきたものの、依然としてそ

のニーズは高く、住み慣れた地域での生活を継続するためには、さらなる住まいの場の

確保や在宅生活をバックアップする施設の整備が必要であり、親亡き後の障害者が安心

して自分らしい生活を送るためにも、生活拠点の確保は必要である。 

・また、国の基本方針における施設入所者の地域移行に向けて、共同生活援助（グループ

ホーム）や短期入所（ショートステイ）などの基盤整備を推進する必要がある。 

・現在、共同生活援助（グループホーム）の整備にあたっては、法令に基づく基準等を満

たす必要があるため、武蔵野市においては、民家改修による整備が事実上困難となって

いる。 

・共同生活援助（グループホーム）は主に軽度の方を中心とした施設のため、例えば重度

心身障害や重度行動障害などの障害が重い方は、短期利用等においても市外の施設を利

用しなければならないことなどから、重度障害のある方が利用できる基盤整備について

は、別途検討をする必要があるものの、一体的に整備される介護老人保健施設との連携

によって、単なる共同生活援助（グループホーム）というだけではなく、医療ニーズの

高い障害の重い方への対応が可能となる。 

・また、レスパイト等により当事者家族から要望の強い短期入所（ショートステイ）を併

設することにより、障害者居宅サービスを強化する。 
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注１…都内他市区町村に62人、都外に64人入所者あり 

※ 市単独短期入所（ショートステイ） ３施設・６名定員 
 
  

 
図表６ 障害者総合支援法に基づく基盤整備状況（市内施設）                     

種       別 
平成 26 年 7 月 

施設・事業所数（定員） 

障
害
者
総
合
支
援
法 

介
護
給
付 

居宅介護・重度訪問介護事業所 28 

同行援護事業所 10 

行動援護 1 

施設入所支援 0*注 1 

短期入所（ショートステイ） 1(1) 

療養介護（療育センターなど） 0 

生活介護 8(178) 

訓
練
等
給
付 

自立訓練（機能訓練） 1（10） 

自立訓練（生活訓練） 1（6） 

就労移行支援 11（100） 

就労継続支援 A 型 １（10） 

就労継続支援 B 型 11（230） 

共同生活援助（グループホーム） 9（89） 
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○ 医療と介護の連携による 24 時間 365 日対応できる在宅生活支援機能 

地域包括ケアシステムの推進からも、施設サービスだけではなく、在宅復帰、在宅療養

支援の役割を担うとともに、医療と介護の連携の推進へ向けて、通所リハビリテーション

や訪問看護ステーション、訪問リハビリテーションといった在宅医療系サービスを充実し

ていく必要がある。 
・訪問診療や在宅療養の観点から、訪問看護ステーションは在宅を支えていくという点に

おいて不可欠なものであり、医師・看護師・ヘルパーと連携していく必要がある。 
・補助金の面からも介護老人保健施設に訪問看護ステーションを併設することにより、事

業者が参入しやすくなるという利点もある。 
・在宅生活を支えるための機能としてショートステイ。（高齢者・障害者） 
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図表７ 介護老人保健施設の整備にかかる東京都の補助制度の概要(平成２６年度現在) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 補助対象事業 

 介護老人保健施設の開設許可を受けようとするもの（市区町村・医療法人・社会福祉法人・その他

厚生労働大臣が定める者）が、東京都内において介護老人保健施設を整備する事業に対して行う。 

2 補助金額等 

（１） 創設及び増築 

① １床当たり基準単価（ユニット型）（５００万円＋併設加算◎）×促進係数（★） 

② １床当たり基準単価（従来型個室）（４５０万円＋併設加算◎）×促進係数（★） 

③ １床当たり基準単価（多床室）  （４０５万円＋併設加算◎）×促進係数（★） 

（２） 併設加算単価◎ 

  ・訪問看護事業所         ５０千円 

・夜間対応型訪問介護事業所    ５０千円 

・認知症対応型通所介護     １００千円 

・小規模多機能型介護事業所   ３００千円 

・認知症高齢者グループホーム  ３００千円 

 上記以外にも加算の対象となる事業があります。 

（３） 促進係数★ 

整  備  率 促進係数 市区町村 

0.50%以上 0.60%未満 １．４０ 武蔵野市 

※整備率は市区町村（島しょ部を除く）における平成２５年度末（２６年３月３１日）の竣工施設の定員数を

平成２６年１月の住民基本台帳による６５才以上高齢者人口で除して算出 

 ［計算例］ユニット型で武蔵野市（促進係数１．４０）に、１００床の老健を創設し、訪問看護事業    

所を併設する場合 

  補助基準額＝｛（５００万円×１００床）＋（５万円×１００床）｝×１．４０＝7 億 700 万円 

・併設加算対象の床数は、１００床

を上限とする。 
・併設加算単価の合計は、５００千

円を上限とする。 

その他の補助（介護老人保健施設併設型訪問看護ステーション整備費補助） 
（１） 補助対象事業 

上記「介護老人保健施設整備費補助」の対象施設に併設して新たに整備する訪問看護ステーシ

ョンに対して行う。 

（２） 補助金の額 

基準額４百万円と工事に関する軽費（※）の２分の１のいずれかの少ない額。 

    （※）工事費又は工事請負費及び工事事務費 
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§５ 跡地利用施設の建築可能規模について 
跡地利用施設建設の前提として考慮した法令による制限や建築可能範囲等については次のとおり

である。 

（１）計画場所： 武蔵野市桜堤１丁目 9 番 7 号 

（２）敷地面積： 約 3,168 ㎡ （GIS 上の計測値） 

（３）法的要件： 用途地域…第二種中高層住居専用地域 

        建ぺい率 60%・・・ 1,900 ㎡ ≧ 計画建物の建築面積 

        容積率 200%・・・  6,336 ㎡ ≧ 計画建物の延べ床面積 

高度地区= 第二種高度地区 絶対高さ 23m  

 防火地域… 準防火地域 

 日影規制… 敷地境界から５ｍを超え 10ｍ以内 ３時間以上の日影時間 

              敷地境界から 10ｍを超える範囲  ２時間以上の日影時間 

                （測定面の高さ＝平均地盤面より４ｍ） 

用途制限・高齢者サービス･･･第一種低層住居専用地域以上 

（老人福祉法にいう老人ホーム等） 

・障害者サービス･･･第一種低層住居専用地域以上（身体障害者福祉法） 

・医療系サービス･･･第一種中高層住居専用地域以上 

（入所定員が 20 名以上の施設） 

       ※上記サービスの施設・・・第二種中高層住居専用地域 ⇒ ＯＫ 

・その他、道路・隣地斜線、安全条例などの制限あり 

・自動車車庫等部分・エレベーター昇降路等の容積率不算入 

 

 
 
                                 絶対高さ 23ｍ 

 
 

   1 

1.25 

                                                                              20m 

 
 

道 路 ▲                               計画敷地                              ▲ 

        道路境界                                                           隣地境界 

                ＜東西方向 断面＞ 

 

 
 

  

  
 

 
 

図表８ 法的要件を踏まえた建築可能イメージ 
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                    1                               1 

               1.25           絶対高さ 23ｍ             0.6 

                                                        8m 

 

                                                               1 

                                                                              1.25 

            20m                                                （高度斜線は真北方向） 

 
5m 

 ▲                     計画敷地                  ▲ 

           隣地境界                                       隣地境界 

                ＜南北方向 断面＞ 

 

 
 
【計画規模例】 

施設規模： 都内施設平均 45 ㎡で計算した最大入所定員 

          6,336 ㎡÷45 ㎡≒140 名 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 

[現在のくぬぎ園]  昭和 51 年築 地上 5 階 軽費老人ホーム(100 名定員) 

         建築面積 3,070.39 ㎡・・・・ 1 人当たり 30.7 ㎡ 

図表９ 法的要件を踏まえた建築可能イメージ 
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§６ 視察報告 

くぬぎ園跡地の利用を検討するにあたり、高齢者・障害者複合施設の視察を行った。視察施設

の概要等は以下のとおりである。 

施設名 池袋敬心苑（豊島区） 高齢者・障害者複合施設 

施設概要 複合施設(特別養護老人ホーム、小規模身体障害者療護施設、ショートステイ、

デイサービス、認知症デイサービス、身体障害者デイサービス、在宅介護支

援センター、地域包括支援センター) 

運営法人 社会福祉法人 敬心福祉会 

（１）視察内容 
○ 建設の背景 

平成１３年３月に豊島区立雑司谷小学校が廃校した事に伴い、学校跡地を豊島区から一般定期借

地権（地上権方式、期間５３年）により、豊島区が選定した複数の法人が借受け、保育所、特別養

護老人ホーム（小規模身体障害者療護施設を含む）、介護老人保健施設並びにファミリー世帯向け及

び高齢者向けの賃貸住宅等を建設し、管理運営している。 

また、借受期間満了後は、土地・建物を豊島区に返還・無償譲渡することとなっている。 

○ 建築概要 

・建物全体 

敷地面積  ：4,654.06 ㎡ 

建物延べ面積：20,291.03 ㎡ 

建物高さ  ：軒高 73.41m、建物高さ 74.16m、最高高さ 78.66m、22 階建て 

・池袋敬心苑 

床延べ面積  ：5363.7m  

構造        ：鉄筋コンクリート造 1、2、3、4 階部分  

事業開始日  ： 2005（平成 17）年 4 月 1 日 

 

図表１０ 外観写真 
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○ 参加法人と施設の種類 

図表１１ 

法人名 管理運営を行う施設の種類 施設名 

 

（一財）首都圏不燃建築公社 

公社賃貸住宅 ベラカーサ南池袋 

区民住宅 ソシエ南池袋第二 

高齢者向け優良賃貸住宅 ベラカーサ南池袋 

利便施設 ミニストップ 

（医法）社団瑞雲会 介護老人保健施設 安寿 

（社福）敬心福祉会 
特別養護老人ホーム 池袋敬心苑 

小規模身体障害者療護施設 雑司谷 

（社福）恩賜財団東京都同胞援護会 保育園 さくら保育園 

 

○ 施設概要 

 

図表１２ 池袋敬心苑施設 

4 階、3 階フロア 

特別養護老人ホーム 池袋敬心苑 

（定員：82 名） 

併設施設 

短期入所事業（定員：10 名）  

個室 ：24 室（4・3 階各 12 室） 

2 人室：  6 室（4・3 階各  3 室） 

4 人室：14 室（4・3 階各  7 室） 

 

 

http://www.keisinen.or.jp/ikebukuro/overview/images/large/floor_ikebukuro4F.gif
http://www.keisinen.or.jp/ikebukuro/overview/images/large/floor_ikebukuro3F.gif
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2 階フロア 

デイホーム南池袋（定員：42 名） 

障害者支援施設 雑司谷 

（定員：10 名） 

個室：10 室 

併設施設 

 短期入所事業   （定員：1 名） 

個室：  1 室 

雑司谷デイサポートセンター 

障害者施設入浴サービス 

 

1 階フロア 

受付 

 ふくろうの杜 高齢者総合相談セ

ンター（地域包括支援センター） 

ふくろうの杜介護保険サービス 

 

 

○ 職員と職種 

常勤職員  51 名  

非常勤職員 33 名 

介護職（介護福祉士、ヘルパー2 級、保育士） 

看護職（正・准看護士） 

機能訓練指導員（理学療法士、作業法士、マッサージ師） 

管理栄養士 

事務職（簿記 1・2 級） 

相談員（社会福祉士、主事） 

介護支援専門員 

医師（内科、精神科） 

音楽療法士 

精神保健福祉士 

 

 

http://www.keisinen.or.jp/ikebukuro/overview/images/large/floor_ikebukuro2F.gif
http://www.keisinen.or.jp/ikebukuro/overview/images/large/floor_ikebukuro1F.gif
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（２）複合施設の課題 

○ 複合施設のメリット 

・運営法人は異なるが、保育園、介護老人保健施設、特別養護老人ホームが整備されているため、

施設全体で子どもから障害者や高齢者の方を対象としたサービスを提供することができる。 

・高齢者施設と障害者施設を同一法人が運営しているため、異動を含めた人事交流を行う事ができ

る。 

・厨房を一括委託で運営できる。ただし、高齢者と障害者ではメニューが全く異なる。 

○ 区分所有でのデメリット 

・共有スペースの管理費が必要となる。その他に月 1 回の管理組合の出席や大規模改修などのメン

テナンス料といった費用が発生する。 

○ 複合施設の課題 

・24 時間施設と日中施設のため、日中の動線と夜間の職員の動線の確保と整理が必要。 

・高齢者の障害者療護施設から特別養護老人ホームへの移行については制度の問題があり、実際に

は進んでいない。 

 

 図表１３ 内部写真 

 
 

図表１４ 廊下写真 
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§７ まとめ 

・有識者会議の議論まとめ 
以上を踏まえ、本有識者会議では、武蔵野市くぬぎ園を廃止した場合における当該跡地に

設置する福祉施設の機能と規模について、以下の３点に集約した。 
 

○ 介護老人保健施設の整備 
 要介護高齢者が住みなれた地域で利用できるよう介護老人保健施設を整備する。介護

老人保健施設の規模については、圏域での必要定員数や他の機能との割合、採算面から

の判断が必要。 

 障害のある方を対象としたグループホームとショートステイの整備 ○

 障害者が安心して自分らしい生活を送るための生活拠点の確保、施設入所者の地域移

行に向けて、重度の障害のある方にも対応できる共同生活援助（グループホーム）や短

期入所（ショートステイ）の基盤整備を推進する必要がある。 
 高齢者も障害者も住み慣れた地域で安心して暮らしつづけられるための機能 ○

 高齢者も障害者も、住み慣れた地域で安心して暮らしつづけられるための、在宅生活

支援機能や医療・介護が相互に連携した機能を併設する。 
例えば、介護老人保健施設に併設する機能として、通所リハビリテーション、訪問看

護ステーション、短期入所療養介護（ショートステイ）等が考えられる。 
 

介護老人保健施設の整備を中心とし、共同生活援助（グループホーム）などを整備するこ

とにより、高齢者サービスと障害者サービスを連携して提供でき、なおかつ、高齢者も障害

者も住み慣れた地域で安心して暮らしつづけられるための機能を併せ持つ、多機能・複合型

施設を整備すべきと考える。 
 なお、施設の整備については、土地の所有者である東京都と継続的に協議を行い、市の要

望が反映されることを希望する。 
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§８ 資料 
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武蔵野市くぬぎ園跡地利用福祉施設の在り方検討有識者会議設置要綱 

 

 （設置） 

第１条 武蔵野市くぬぎ園を廃止した場合における当該跡地（以下「跡地」という。）に

設置する福祉施設の用途について検討するため、武蔵野市くぬぎ園跡地利用福祉施設の

在り方検討有識者会議（以下「有識者会議」という。）を設置する。 

 （所管事項） 

第２条 有識者会議は、次に掲げる事項について検討し、その結果を市長に報告する。 

 (1) 跡地に設置する福祉施設の用途に関する事項 

 (2) 前号に掲げるもののほか、跡地の利用について市長が必要と認める事項 

 （組織） 

第３条 有識者会議は、次に掲げる委員をもって組織し、市長が委嘱し、又は任命する。 

 (1) 東京都住宅供給公社の職員 

 (2) 東京都福祉保健局高齢社会対策部の職員 

 (3) 一般社団法人武蔵野市医師会の会員 

 (4) 武蔵野市居宅介護支援事業者連絡協議会の会員 

 (5) 武蔵野市相談支援専門員連絡会の会員 

 (6) 健康福祉部長 

 （委員長等） 

第４条 有識者会議に委員長及び副委員長各１人を置き、委員長は委員の互選によりこれ

を定め、副委員長は委員長が委員の中からこれを指名する。 

２ 委員長は、会務を総括し、有識者会議を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から平成27年３月31日までとする。 

 （会議） 

第６条 有識者会議の会議は、必要に応じて委員長が招集する。 

２ 有識者会議が必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見

を聴くことができる。 

（報酬） 

第７条 委員の報酬については、武蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例

（昭和36年２月武蔵野市条例第７号）第５条第１項の規定により、市長が別に定める。 

（事務局） 

第８条 有識者会議の事務局は、健康福祉部高齢者支援課に置く。 

 （その他） 
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第９条 この要綱に定めるもののほか、有識者会議について必要な事項は、市長が別に定

める。 

   付 則 

 この要綱は、平成26年７月30日から施行する。
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武蔵野市くぬぎ園跡地利用福祉施設の在り方検討有識者会議 委員名簿 

 

 氏 名 職 選任区分 

１ 植村
ウエムラ

 由紀彦
ユ キ ヒ コ

 武蔵野市相談支援専門員連絡会 障害福祉 

２ ○狩野
カ リ ノ

 信夫
ノ ブ オ

 東京都住宅供給公社 少子高齢対策部長 学識経験者 

３ 笹井
サ サ イ

 肇
ハジメ

 武蔵野市健康福祉部長 武蔵野市 

４ ◎鈴木
ス ズ キ

 省悟
セ イ ゴ

 武蔵野市医師会 医療関係 

５ 西村
ニシムラ

 修
シュウ

二
ジ

 東京都福祉保健局 高齢社会対策部 施設計画担当課長 東京都 

６ 堀
ホリ

 るつ
ル ツ

子
コ

 武蔵野市居宅介護支援事業者連絡協議会 高齢者福祉 

※◎委員長、○副委員長 

 

武蔵野市くぬぎ園跡地利用福祉施設の在り方検討有識者会議の開催状況 

 

回 開催日 内容 

1 平成 26 年 7 月 30 日 ・くぬぎ園の現状と廃止の経緯について 

・くぬぎ園跡地利用に関する東京都の方針について 

・くぬぎ園跡地利用に関する武蔵野市の方針について 

2 平成 26 年 9 月 16 日 ・くぬぎ園跡地利用施設の機能と規模について 

3 平成 26 年 11 月 10 日 ・武蔵野市くぬぎ園及び池袋敬心苑（豊島区）視察 

4 平成 2７年 2 月２３日 ・報告書（案）について 
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担当課：健康福祉部高齢者支援課・障害者福祉課 
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